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平
成
24
年
11
月
５
日（
月
）に

う
る
ま
市
全
域
で
地
震
・
津
波
の

避
難
訓
練
を
行
い
ま
す

こ
の
機
会
に
自
分
が
住
ん
で
い
る
場
所

（
通
勤
・
通
学
地
）
の
地
理
的
環
境
を
知

り
、
避
難
経
路
や
避
難
場
所
な
ど
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

私
た
ち
が
住
む
、
う
る
ま
市
・
沖
縄
県

は
、
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
低
地
帯
に
多

く
の
住
宅
地
や
商
業
地
な
ど
が
形
成
さ
れ

て
い
る
地
理
的
環
境
か
ら
、
津
波
に
対
し

て
十
分
に
備
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
民
の
地

震
・
津
波
へ
の
事
前
の
備
え
を
促
し
、
特

に
津
波
防
災
の
意
識
高
揚
を
図
る
た
め
、

最
大
級
の
津
波
を
想
定
し
た
訓
練
を
次
の

日
程
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
訓
練
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
こ
の
機
会
に
、
突
発
的

に
発
生
す
る
地
震
・
津
波
に
対
す
る
事
前

の
備
え
と
し
て
「
家
具
な
ど
の
固
定
や
建

物
の
耐
震
化
」
及
び
「
非
常
持
ち
出
し
品

や
食
糧
・
飲
料
水
の
備
蓄
」
を
行
い
、
地

域
で
、
各
家
庭
で
「
避
難
経
路
や
避
難
場

所
、
連
絡
方
法
な
ど
」
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

ま
た
、
う
る
ま
市
で
は
、
緊
急
地
震
速

報
や
津
波
・
大
津
波
の
警
報
な
ど
、
対
処

に
時
間
的
猶
予
の
な
い
緊
急
情
報
に
つ
い

て
は
、
防
災
行
政
無
線
を
自
動
で
起
動
さ

低
地
帯
に
居
住
す
る
市
民
や
企
業
、
事

業
所
等
の
従
業
員
な
ど
の
津
波
避
難
訓
練

へ
の
参
加
は
任
意
と
い
た
し
ま
す
。

津
波
避
難
訓
練
に
参
加
す
る
場
合
は
、

各
家
庭
や
企
業
・
事
業
所
等
そ
れ
ぞ
れ
で

事
前
に
避
難
の
経
路
や
避
難
場
所
を
決
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
避
難
場
所
ま

で
移
動
す
る
場
合
に
は
、
赤
信
号
で
の
停

止
や
横
断
歩
道
の
活
用
な
ど
訓
練
で
は
、

交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
避
難
経
路
上
に
警
察
官
や
市

の
職
員
等
が
津
波
避
難
訓
練
の
た
め
交
通

誘
導
を
実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
指

訓
練
に
参
加
す
る
際
に

注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

平
成
24
年
11
月
５
日（
月
）

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分
頃
ま
で

訓
練
の
日
時

せ
、
市
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
訓
練
を
通
じ

て
、
実
際
の
音
声
（
緊
急
地
震
速
報
と
津

波
の
警
報
）
を
放
送
す
る
予
定
で
す
。

訓
練
の
内
容

①
緊
急
地
震
速
報
対
応
訓
練

う
る
ま
市
全
域
を
対
象
と
し
ま
す
。

②
津
波
避
難
訓
練

海
抜
30
ｍ
以
下
に
位
置
す
る
地
域
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

※
市
民
や
企
業
、
事
業
所
等
の
訓
練
へ
の

参
加
は
任
意
と
い
た
し
ま
す
。

訓
練
の
進
行
に
つ
い
て

①
緊
急
地
震
速
報
対
応
訓
練
と
②
津
波

避
難
訓
練
の
開
始
は
、
防
災
行
政
無
線
で

放
送
い
た
し
ま
す
。

訓
練
当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
か
ら
の

サ
イ
レ
ン
及
び
最
大
音
量
で
の
放
送
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

訓
練
を
中
止
す
る
場
合

訓
練
は
小
雨
決
行
で
す
が
、
訓
練
当
日

の
午
前
８
時
30
分
時
点
で
大
雨
な
ど
の
気

象
警
報
が
発
表
さ
れ
て
い
る
場
合
や
実
災

害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
訓
練
を
中
止
い

た
し
ま
す
。

訓
練
中
止
の
場
合
は
、
防
災
行
政
無
線

で
そ
の
旨
を
放
送
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

う
る
ま
市
役
所
　
総
務
課
　
防
災
係
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※
訓
練
の
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

『
う
る
ま
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
』↓

『
防
災
情
報
』↓『
防
災
の
ペ
ー
ジ
』↓

『
新
着
情
報「
平
成
24
年
度 

う
る
ま
市

地
震・津
波
防
災
訓
練
の
実
施
に
つい
て
」』

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
訓
練
で
す
の
で
、
怪
我
等
に
は

十
分
注
意
し
、
無
理
を
し
な
い
で
対
応
可

能
の
範
囲
内
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成24年1月20日に行われた訓練の様子

世界遺産である勝連城跡は、うるま市のみならず沖縄県を代表する歴史文化資源
であり、今後も文化の拠点として、そして観光資源としての活用が期待されます。
世界遺産である勝連城跡は、うるま市のみならず沖縄県を代表する歴史文化資源
であり、今後も文化の拠点として、そして観光資源としての活用が期待されます。

うるま市は、勝連城跡及びその周辺一帯を、本市の文化・観光拠点として位置付
け、観光・文化振興及び地域活性化等に資する複合的な機能を集約させたエリアの創
出を目指す『勝連城跡周辺文化観光拠点整備事業』を進めていくことになり
ました。
事業を進めるにあたり、整備の方針や整備の内容に関する事項をまとめた「基本

計画」づくりを始めます。その中で、これからの勝連城跡の活用のあり方について、市民
の皆様と一緒に考えていきたいと思います。
つきましては、10月から計３回程、市民ワークショップを開催いたします。

市民の皆さまが、勝連城跡への思いなど
を話し合い、今後の勝連城跡の活用の
あり方を考えることを目的とした意見
交換の場です。

※詳細については、うるま市都市計画課まで
お問い合わせください。

※詳細については、うるま市都市計画課まで
お問い合わせください。

多くの方のご参加
　　お待ちしております！
多くの方のご参加
　　お待ちしております！

市民ワークショップとは？

お問い合わせ
連絡先：うるま市役所　都市計画課
電　話：０９８-９６５-５６２０

開催
日時

会場

平成２４年１０月１７日（水）
午後７時～午後９時
平成２４年１０月１７日（水）
午後７時～午後９時

うるま市健康福祉センター
うるみん ３階ホール
うるま市健康福祉センター
うるみん ３階ホール

勝連城跡周辺
文化観光拠点整備事業について

勝連城跡周辺
文化観光拠点整備事業について

市民ワークショップ市民ワークショップ
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